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 行政運営、区のあり方、自治に関する制度等の基本
を定め、市⺠自治を確⽴するため、平成16
（2004）年に「自治基本条例」を制定した。

 自治基本条例第22条においては、「参加の原則」
を区で保障する枠組みとして、それぞれの区に区⺠
会議を設置し、参加と協働による地域課題の解決に
向けた調査審議を行ってきた。

 区⺠会議は、これまで、各区で様々な活動の成果を
挙げてきた一方で、固定的な枠組みで参加の機会が
限られるなど、制度運用における課題もあったこと
から、令和元（2019）年に区⺠会議条例を廃⽌す
るとともに、制度のあり方について検討し、令和３
(2021)年に「区における行政への参加の考え方」を
策定した。

 より多くの市⺠の参加機会の拡充を図るとともに、
多様な市⺠意⾒を聴取し、地域課題の解決につなげ
ていくため、それぞれの区に地域デザイン会議を設
置し、令和3（2021）年度から区⺠会議のリニュー
アルに向けた試行実施に取り組んでいる。

「区における行政への参加の考え方」においては、区
⺠会議における課題を踏まえ、制度運用の方向性を以
下のとおり定めている。

地域デザイン会議について

１．地域デザイン会議の位置づけ ２．制度運用の方向性

⼤都市における市⺠自治充実の観点から、⾝近な
区を単位として、制度として保障・充実させるた
め、試行の取組と継続的な意見聴取を推進しなが
ら、今まで以上に、より多くの市⺠が関わり参加
しやすい機会の拡充を図る。

一律の枠組みを最初から決めるのではなく、議題
やテーマに応じて、その都度、弾力的に運用でき
る柔軟なしくみとする。

より複雑化する地域課題に対応するため、「新し
い参加の場」での対話による相乗効果と区役所と
局等相互の適切な調整により、地域コミュニティ
における⽀え合う関係づくりと市⺠創発型の課題
解決を推進する。
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川崎区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

①外国⼈住⺠の地域防災活動
への参加を通じたつながりづくり ②⾷料⽀援を通じたつながりづくり 「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく川

崎区の区域レベルでの取組のあり方について

概

要

※

【

】
は
関
連
局

・外国⼈住⺠が市内で最も多い区
として、地域での共生に向けて、
外国⼈住⺠の防災に関するニー
ズ（情報発信や訓練の実施方
法等）や地域防災活動参加へ
の課題等について、意⾒交換を
⾏う。

【市⺠⽂化局】

・前回会議（令和４年３⽉）の意⾒を踏
まえ、こども⾷堂をはじめとする⾷料⽀援と
いう活動が持つ役割を再確認するとともに、
子どもたちの居場所となるための工夫等に
ついて意⾒交換を⾏う。

【こども未来局】

・川崎区ソーシャルデザインセンターの創出に向け、関係者や地
域活動を⾏う方から広く意⾒を聴き、取組の参考とする。

【市⺠⽂化局】

手
法 ラウンドミーティング型 ラウンドミーティング型 ワークショップ型

構
成

メ
ン
バ
ー

・外国⼈コミュニティに関係する区
⺠や外国⼈、地域の防災に携わ
る区⺠、⾏政（関係所管課）な
ど14⼈（区⺠8⼈、⾏政6⼈）

・こども⾷堂等実施団体の代表者、区社会
福祉協議会の担当者、⾏政（関係所管
課）など17⼈（団体代表者等11⼈、
⾏政6⼈）

・川崎区ソーシャルデザインセンターモデル事業関係者、区内で
地域活動をされている方など

開
催
日
（
時
期
）

開
催
場
所

令和４年10⽉20⽇（⽊）
14時〜16時
区役所会議室

令和５年３⽉16⽇（⽊）
10時〜12時
カルッツかわさき大会議室

令和５年夏ごろ

令和４年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・外国⼈向け防災講座や地域防
災活動、外国⼈向け情報発信に
ついて、区の取組状況などを説明
したうえで、意⾒交換を⾏った。

・意⾒交換で⾒えた課題を踏まえ、
今後の取組の方向性を確認した。

・⾷料⽀援という活動の重要性を確認し、
区役所やこども未来局の関連する取組等
について説明した。

・⾷料⽀援を通じて、子どもの居場所づくり
や様々な⼈が集まれる場所となるための
工夫等について意⾒交換を⾏った。

・これらの意⾒については、これからの各団
体や⾏政の取組に活かしていく。

・大師地区・田島地区複合施設を活用した地域づくりの推進
について

・外国⼈住⺠のつながりづくりについて
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幸区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

（川崎駅⻄⼝を中⼼とした）地域資源を活⽤したまちの賑わ
い ⾃転⾞マナーの良いまちさいわいへ

概

要

※

【

】
は
関
連
局

・令和３年度の地域デザイン会議において、川崎駅⻄⼝の関係者
が一堂に集まり、それぞれの活動や施設についての情報を共有した。
これを踏まえ、⾏政×地域×事業者によるまちの賑わいに向けた具
体的な取組についての意⾒交換を⾏う。

【市⺠⽂化局】

・令和４年度に実施した区⺠アンケートで、「⾃転⾞に危険を感じたことがある
か」との問に「ある」が８割以上であり、「危険を感じた状況」の問には「突然の
飛び出し」や「携帯電話を使用しながらの、ながら運転」が６割を超えた。また、
幸区は、神奈川県交通安全対策協議会の⾃転⾞交通事故多発地域に
指定されており、⾃転⾞のマナーや⾃転⾞事故の割合が⾼いことから、⾃転
⾞利用のマナーアップ向上に向けて、地域の関係者や、実際に⾃転⾞を利
用する学生や保護者などと意⾒交換を⾏う。

【市⺠⽂化局、建設緑政局】

手

法
ラウンドミーティング型
ワークショップ型

ラウンドミーティング型
ワークショップ型

構
成
メ
ン
バ
ー

・川崎駅⻄⼝関連事業者、地域の方々（町内会、商店会）、
地域の子ども（小・中・⾼校生）33⼈

・交通安全対策協議会関係者、警察、地域の子ども（小・中・⾼校生）、
子どもの保護者、看護大学生

開
催
日
（
時
期
）

開
催
場
所

令和４年10⽉７⽇（⾦）
16時〜17時半
ステーションコンファレンス川崎（KAWASAKI DELTA内）

令和５年７⽉〜９⽉頃

令和４年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・令和３年度の地域デザイン会議の内容を踏まえ、川崎駅⻄⼝
周辺の賑わい創出に向け、地域が一体となる取組を実施する
ことで合意した。

・具体的な取組の実現に向け、実⾏委員会等を組織し、準備を
進めていくことが決定した。

・地域の美化活動の推進
・市制100周年及び緑化フェアに向けた取組について
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中原区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

市⺠参加型まちづくりの実現に向けて
〜「地域を良くする意⾒を誰もが

気軽に伝えられる仕組み」を考える〜
武蔵⼩杉駅周辺地域におけるまちの魅⼒発信、魅⼒づくり
について

概

要

※

【

】
は
関
連
局

・市⺠参加型のまちづくりに向けて、地域における市⺠主体の取組
への参加を促進するため、令和３年度の実施結果を踏まえ実施
する。地域と接点のない市⺠が気軽に地域と接点を持つことのでき
る仕組みを検討し、その仕組みが市⺠にとって価値あるものか価値
検証を⾏う。

【総務企画局、市⺠⽂化局】

・大型集合住宅をはじめ、居住年数の浅い住⺠が多く住む武蔵小杉駅周辺
地域でのコミュニティ形成に向けて、コミュニティ醸成の基礎となる地元への愛
着醸成に繋がる魅⼒発信、魅⼒づくりを⽬的に、こすぎコアパークなど公共空
間の活用した取組などの意⾒交換を⾏う。

【まちづくり局、建設緑政局】

手

法
少⼈数によるグループインタビュー型 ワークショップ型

構
成
メ
ン
バ
ー

・区内在住、在勤の12⼈程度 ・武蔵小杉エリアプラットフォーム関係者、地元企業、団体等

開
催
日
（
時
期
）

開
催
場
所

令和４年10⽉13⽇（⽊）
19時〜20時半
富士通川崎工場

未定

令和４年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・地域と接点のない市⺠が気軽に地域と接点を持つことのできる仕
組みとして「デジタルサイネージによる広報・広聴の仕組み」のモデル
を提案。それに基づき意⾒交換を実施。その後、意⾒交換の結果
を参考として、デジタルサイネージを活用した新たな広報・広聴の仕
組みの実証実験「マチカドプロジェクト」を令和５年３⽉11⽇〜
24⽇まで武蔵小杉駅周辺や商業施設において実施した。

・区における市制100周年を契機とした区の魅⼒発信・魅⼒づくり の
取組「Nakahara Actionsプロジェクト」について

・区役所芝生広場の活用
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高津区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

区⺠の環境配慮型ライフスタイルへの⾏動変容の促進（脱
炭素アクション） 「健康⻑寿のまちづくり」の実現に向けて

概

要

※

【

】
は
関
連
局

・令和３年度に⾏った若者を対象にした脱炭素アクションの創出に
向けた意⾒交換の内容を踏まえ、そこで出たアイデアを深掘りし、
具体化につなげるため、「若者を引きつける脱炭素イベント」をテー
マとして、令和４年11⽉に⾏う市の脱炭素イベントへのブース出展
のための意⾒交換を⾏う。

【環境局】

・続けやすく楽しい社会参加のあり方や、未来の⾼齢者となる団塊ジュニア世
代をはじめとする無関⼼層の巻き込み方について、意⾒交換を⾏う。

・⾼齢化が進み、「地域包括ケアシステム」の重要性が⾼まる一方、その認知
度については、未だ課題がある。こうした状況を踏まえ、働き盛り世代や⾼齢
者予備軍の⾃助意識を⾼めるべく、彼らに訴求するポイントについて情報を
収集する。

・意⾒交換で得た気づきや⾏動を継続して「⾃助」から「互助」への展 開を促
すための交流も⾏う。 【健康福祉局】

手

法
レクチャーフォーラム（企業の取組紹介）
ワークショップ型 ラウンドミーティング型またはレクチャーフォーラム型

構
成

メ
ン
バ
ー

・公募（区のまちづくりや脱炭素の取組に関⼼のある若者12名）
※⾼校生１名、大学３名、社会⼈４名、オブザーバー４名

・区⺠（公募）、地域づくりや健康⽀援に関する団体、事業者、施設
関係者、区役所職員等

開
催
日
（
時
期
）

開
催
場
所 令和４年8⽉25⽇（⽊） 18時〜20時半

区役所会議室 令和５年10⽉

令和４年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・イベントを通じて「誰に何をどう伝えるのか」など、若者⽬線での意
⾒交換を実施した。

・会議後に継続的にミーティングを⾏い、若者の柔軟な発想を生か
しながら区⺠の⾏動変容を促進するためのブースを企画→令和４
年11⽉12⽇に⾏われた「脱炭素アクションみぞのくち広場」に出展
した。

・脱炭素アクションの創出については、今回の成果を踏まえ、多様な
主体と連携しながら引続き実施した。

・脱炭素アクションみぞのくちについて
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宮前区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

公共施設の地域化等に関する検討 “みどり”でつながる宮前区 〜みどり×落ち葉〜

概

要

※

【

】
は
関
連
局

・区内の公共施設活用事例の紹介、「公共施設の地域化」に向けた課
題の共有等を⾏うとともに、区役所市⺠広場を題材に活用に関するアイ
デア出しを⾏い、「公共施設の地域化」の推進を図る。

【総務企画局、市⺠⽂化局】

・公園緑地等の落ち葉については、地域の方に清掃いただいているもの
の、担い⼿不⾜が課題である。一方で、拾った落ち葉については、川崎
市では収集・処分しているものの、他都市ではたい肥にするなど有効活
用している事例もあり、区内の方からも落ち葉を活用したいといった声
が上がっている。

・公園清掃等に関わる方や区内の緑地の保全や利活用に関わる団体、
みどりや落ち葉等を活用したい方々が意⾒交換することで、みどりや落
ち葉に関する課題の解決につなげていくことを⽬指す。 【建設緑政局】

手
法 ワークショップ型 ラウンドミーティング型

構
成

メ
ン
バ
ー

・公共施設の地域化につながる取組を実施している方、公共施設の地域
化に関⼼のある方18⼈

・区⺠、緑地の保全や利活用に関わる団体、公園緑地等の管理者、
区内で農に携わる⺠間企業等

開
催
日(

時
期)

開
催
場
所

令和４年12⽉10⽇（⼟）
14時〜16時半
区役所健診ホール

令和５年９⽉頃

令和4年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・区内の公共施設活用事例の紹介や「公共施設の地域化」に向けた課
題の共有等により、公共施設の活用等に関する理解を深めることができ
た。

・区役所市⺠広場の活用に関する様々なアイデアが出された。
・地域デザイン会議終了後、有志の方にお集まりいただき、さらに検討を進
めた（令和４年１⽉20⽇、２⽉27⽇、令和５年３⽉29⽇）。

・地域と⾏政が⼊る「宮前区役所市⺠広場活用検討委員会」を試⾏で
⽴ち上げ、委員会を中⼼に、広場をお試しで活用（令和５年３⽉14
⽇、３⽉16⽇）しながら、今後の活用に向けた取組を推進していく。

・公共施設の地域化の推進について
・多様な主体と連携した宮前区の魅⼒の発信について
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多摩区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく今後の
区域レベルの取組のあり方について 公園緑地を⽀える区⺠協働の取組

概

要

※

【

】
は
関
連
局

・市⺠創発による地域課題解決の一層の推進に向けて、ソーシャル
デザインセンターが区域レベルのプラットフォームとしてより機能してい
くことを⽬指し、これまでの取組を振り返りながら、今後のあり方等に
ついて広く意⾒をいただく場とし、令和５年度以降の区域レベルの
取組や区が実施する⽀援のあり方等の検討に向けた参考とする。

【市⺠⽂化局】

・令和４年度の⾞座集会での意⾒やアイデア等を踏まえ、多様な主体が公
園に関わり、連携した活動を地域に展開していくための取組を、公園管理団
体等と共有し、具現化する方法等について、令和６年度に開催される全国
都市緑化かわさきフェアの機運醸成や取組等と連携しながら、管理運営協
議会・公園緑地愛護会合同連絡会と同時開催し、意⾒交換を⾏う。

【建設緑政局】

手

法
ワークショップ型

ワークショップ型
・事例発表（公園管理団体と大学ボランティアサークルによるイベント等）
・事例発表を踏まえ、維持管理、利活用を⾏う団体・個⼈それぞれの⽴場
から⾃分たちが管理（利用）している公園で地域資源を活かした多様な
主体と連携した取組についての意⾒交換

構
成

メ
ン
バ
ー

・地域活動団体関係者、多摩ソーシャルデザインセンター関係者、
公募区⺠、⾏政（関係所管課）など34⼈

・公園管理団体関係者、公園で活動している団体、地域でボランティア
活動を⾏う団体、地域活動を⽀援する団体関係者、地域活動に興味が
ある方 等

開
催
日
（
時
期
）

開
催
場
所

令和４年８⽉28⽇（⽇）
13時半〜16時半
区役所会議室

令和５年７⽉下旬〜８⽉中旬
区役所会議室 他

令和４年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・多摩区におけるソーシャルデザインセンターに係る取組について、幅
広い参加者と共有することができた。

・課題や今後の望ましい取組のあり方について、多様な意⾒を聴取
することができた。

・これらの意⾒を多摩区ソーシャルデザインセンターの取組の評価・
検証作業に反映した上で、令和5年度以降の取組を推進していく。

・生田地区の地域資源を活用した地域づくりの推進
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麻生区「地域デザイン会議」の取組状況・取組予定等
令和４年度の取組状況 令和５年度の取組予定

テ
ー
マ

新百合ヶ丘駅周辺の公園等を有効活⽤した協働のまち
づくり

多様な主体が参加する持続可能な公園等の維持管理と利活⽤の取
組

概

要

※

【

】は
関
連
局

・⿇生区の豊かな環境資源である公園等の維持管理・利活用の現
状を理解するとともに、団体、企業、区⺠等多様な主体との連携
により公園等の有効活用を検討し、地域の⾃主的なグリーンコミュ
ニティの形成につなげていく。

・令和３年度の結果を踏まえ、多くの区⺠が主体的に参加する公
園等での具体的な活動に向けた検討や関係局等と連携し、多様
な主体との協働による推進体制の検討を⾏う。

【建設緑政局、まちづくり局】

・これまでの地域デザイン会議で得られた効果や課題、令和５年３⽉に同
テーマで開催した⾞座集会での意⾒等を踏まえながら、一過性のイベントで
はなく、持続可能な取組、身近なコミュニティの形成につながる取組のモデルと
する。

・令和６年度の市制100周年・緑化フェアに向けて、区⺠の機運醸成に資す
る取組とする。

・中学生など若者を含めた多世代で多様な主体の参加を促す。
【建設緑政局、市⺠⽂化局】

手
法

ワークショップ型
フィールドワーク型 ラウンドミーティング型、ワークショップ型、フィールドワーク型

構
成

メ
ン
バ
ー

・新百合ヶ丘駅周辺地域の関係者・企業・団体等
①第２回地域デザイン会議︓23名
②第３回地域デザイン会議︓約200名

・公園管理の関係者、中学生・⾼校生・大学生など若い世代、地元企業
関係者、地元町内会・⾃治会の関係者 など

開
催
日（
時
期
）

開
催
場
所

①令和４年11⽉３⽇（⽊・祝） 13時〜16時
区役所会議室、上⿇生隠れ谷公園、万福寺おやしろ公園、
万福寺檜山公園

②令和５年２⽉23⽇（⽊・祝） 11時〜14時30分
万福寺おやしろ公園

未定

令和４年度 取組内容等 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

・①公園を現地調査し、特徴等を整理したうえで「利活用に向けど
んなことができるか」の意⾒交換を⾏った。

・②①の地域デザイン会議での意⾒を踏まえ、公園で利活用できる
取組を実践するとともに、「課題や課題対応案等」についての意⾒
交換を⾏った。
また、令和５年３⽉５⽇、⾞座集会で地域デザイン会議の意⾒
や課題、中学生の提案等を踏まえて、「どうすれば実現できるのか」
「より多くの⼈を巻き込むためにはどうすれば良いか」について意⾒交
換を⾏った。

・⿇生区の⾥地・⾥山を守り育てるために
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① 地域デザイン会議は、「区における行政への参加の考
え方」において旧区⺠会議に替わるしくみや、今後の
取組に関する基本的な考え方及び枠組みを定めたもの
として試行していることから、「区における行政への
参加の考え方」における「制度運用の方向性」に基づ
き検証を行う。

② 地域デザイン会議の試行検証結果について、区ごとの
まとめ、７区全体のまとめ、制度運用の方向性に関す
る検証、総括を行う。

③ 検証を踏まえて、令和６年度からの本格実施にあたっ
て「（仮称）地域デザイン会議の運営指針」（以下、
（仮称）運営指針という。）を策定する。

1. 策定趣旨・経過
（１）策定趣旨

ア 自治基本条例における区⺠会議について
イ 旧区⺠会議の課題とそれに替わるしくみについて

（２）経過
ア 旧区⺠会議の取組
イ 区役所改革の基本方針
ウ これからのコミュニティ施策の基本的考え方
エ 区における行政への参加の考え方

（３）関連施策

２.地域デザイン会議の試行検証結果
（１）制度運用の方向性
（２）各区における地域デザイン会議の試行結果
（３）地域デザイン会議の試行結果まとめ
（４）制度運用の方向性に関する検証
（５）総括
３.地域デザイン会議の運営指針
（１）諸条件の整理
（２）運営指針

※制度運用の方向性に基づき、検証結果を反映。
今後の検討課題についても整理

（３）制度運用・開催ガイドライン

４.今後の進め方

地域デザイン会議試行実施の検証について

１．検証の基本的な考え方

【制度運用の方向性】
 より多くの市⺠が関わり参加しやすい機会の拡充を図

る
 議題やテーマに応じて、その都度、弾力的に運用でき

る柔軟なしくみとする
 地域コミュニティにおける⽀え合う関係づくりと市⺠

創発型の課題解決を推進する

２．（仮称）運営指針の構成（案）
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３．検証方法

検証方法については、テーマに対して地域デザイン会議の試行実施で得られた効果と課
題を「制度運用の方向性」に基づいて整理し、（仮称）運営指針（案）に反映する。

地域デザイン会議試行実施の検証について

① 検証の材料
 各区の試行結果とりまとめ、区役所ヒアリング
 参加者アンケート（ヒアリング）等
 市⺠・区⺠アンケートの活用
 有識者からの意見聴取

② 検証の進め方
 制度運用の方向性に基づき、地域デザイン会議の試行実施で得られた効果と課題を検証する。

＜制度運用の方向性＞
 より多くの市⺠が関わり参加しやすい機会の拡充を図る
 議題やテーマに応じて、その都度、弾力的に運用できる柔軟なしくみとする
 地域コミュニティにおける⽀え合う関係づくりと市⺠創発型の課題解決を推進する

③ 検証結果の整理
 各区における地域デザイン会議の試行結果
 地域デザイン会議の試行結果まとめ
 制度運用の方向性に関する検証
 総括

（仮称）運営指針（案）に反映 11



地域デザイン会議試行実施の検証について

R4 R5 R6

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6~

主
要
イ
ベ
ン
ト

報
告
等

各区における地域デザイン会議の試行実施

●文教委員会 ●文教委員会●文教委員会

市⺠意⾒
募集・
市⺠説明検証作業〜検証結果・(仮称)運営指針（案）の検討

★検証結果、
(仮称)運営指針(案)公表

検証方法検討 検証作業・(仮称)運営指針(案)検討
(仮称)運
営指針策
定・本格
実施

検証結果・
(仮称)運営指針(案)公表〜
意⾒募集

★(仮称)運営
指針策定

●区総合行政推進会議 ●区総合行政推進会議

４．検証プロセス・スケジュール
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【参考】 令和３（2021）年度 「地域デザイン会議」の各区取組状況
テーマ 概要 ※【 】は関連局 手法 構成メンバー 開催日時 開催場所 実施結果等

川
崎
区

⾷料⽀援を通じたつながりづくり

・感染症の影響などから、生活困窮家庭が増加傾向にあるなか、
休校により給⾷など⾷事を満⾜にとれない子どもたちへの⽀援
のため、併せて子育て家庭の孤⽴化防⽌のため、多様な主
体が連携しながら⾒守り⽀え合う地域づくりがより一層求めら
れていることから、⽀援の一⼿法としての、コロナ禍を踏まえた
今後の⾷糧⽀援を通じたつながりづくりなどについて、意⾒交
換を⾏う。 【こども未来局】

・ラウンド
ミーティング型

参加⼈数２３名

・子ども⾷堂等実施団体
の代表者、⽀援等関係
団体の代表者、区社会
福祉協議会の担当者、
⾏政（関係所管課）
など

３⽉23⽇（水）
10時〜12時 区役所会議室

・各実施団体から活動内容、区社会福祉協議会から活動
団体への⽀援状況等、こども未来局から子ども・子育てに
関する現況やそれらを踏まえた今後の⽀援策と事業展開
の報告を⾏い、意⾒交換を⾏った。

・会議の様子は、市政だより川崎区版５⽉号に掲載。
・今後のこども未来局の施策の進捗状況を⾒ながら、同テー

マで２回⽬を開催予定。

幸
区

（川崎駅⻄⼝を中⼼とした）
地域資源を活⽤したまちの賑わ
い

・川崎駅⻄⼝は、大型の⽂化施設や商業施設を有し、今年度
にはカワサキデルタがオープン、令和５年度にはホリプロの施設
が開館する予定である。

・新たなまちが形成されていく中、今後より一層川崎駅⻄⼝の
持つ⼒を発揮し、市内外にその魅⼒を発信していくことで、区
⺠の区への愛着と誇りの醸成に繋がるものと考えられる。この
ため、川崎駅⻄⼝周辺の事業者や区⺠の皆様と、まちの賑
わいづくりについての意⾒交換を⾏う。 【まちづくり局】

・ラウンド
ミーティング型

参加⼈数２８名

・川崎駅⻄⼝関連事業者、
地域の方々（町内会、
商店会）、地域の子ど
も（小・中・⾼校生）

2⽉25⽇（⾦）
16時〜18時

ステーションコンファ
レンス川崎（カワ
サキデルタ内）

・川崎駅⻄⼝周辺の事業者や地元の町内会・商店会の
方々等が、それぞれの活動や、施設の紹介などの意⾒交
換をすることで、繋がりを持つことができた。

・今後は、この繋がりを持って、今まで個々で⾏っていたイベン
トや取組をエリア一体で実施できるよう、まち全体の賑わい
に向け、具体的な検討を令和４年度に⾏う。

中
原
区

市⺠参加型まちづくりの実現に向
けて 〜ＩＴツールの活⽤も含め
た住⺠間コミュニケーションの活性
化〜

・住⺠参加型のまちづくりに向けて、地域における住⺠主体の取
組への参加を促進するため、検討のベースとなる区⺠の地域
への接点を把握するとともに、デジタルツールの活用やデジタル
格差対策なども視野に⼊れて対話を⾏う。

【総務企画局、市⺠⽂化局】

・ワークショップ型

参加⼈数１６名

・区内在住在勤在学など
の住⺠（中原区ソー
シャルデザインセンター検
討会参加者、かわさき
若者会議、子育て中の
方など。）

2⽉23⽇（水・祝）
10時半〜12時

完全オンライン
（ZOOM）

・富士通（株）の協⼒のもと、参加者の⽇々のライフスタイ
ルやデジタルツールの利用状況、地域において感じている
ニーズ等についてインタビューを⾏い、住⺠間コミュニケーショ
ンの活性化に必要な要素を検討。その結果を分析し、Ｉ
Ｔツールを活用したコミュニケーション活性化の⼿法について、
引き続き意⾒交換を⾏う。

高
津
区

区⺠の環境配慮型ライフスタイル
への⾏動変容の促進（脱炭素ア
クション）

・若者世代を中⼼とした区⺠同士による未来志向の意⾒交換
により、「脱炭素アクション」のアイデア等の創出を⽬指す。

・地域の団体・企業等が持つ多様な地域資源を活用し、区⺠
とともに、具体的かつ実現可能な「脱炭素アクション」をフット
ワークよく創出し、⾏動を起こしていくためのきっかけづくりとする。

【環境局】

・レクチャーフォーラム
（国内外の事例
紹介）＋ワー
クョップ型

参加⼈数１６名

・公募
（⾼津区内在住・在学・

在勤の若者）
※⾼校生6名、大学生
5名、社会⼈2名、オブ
ザーバー3名

3⽉14⽇（⽉）
18時〜20時半

完全オンライン
（ZOOM）

・若者ならではの柔軟な視点による意⾒交換を通じて、脱
炭素アクションに関する取組のアイデアを複数創出。

・引き続き若者の参加も得ながら、多様な主体と連携し、
区⺠の⾏動変容を促進するアクションの具現化を⽬指す。

宮
前
区

まちのひろば創出に向けた公共
施設の地域化等に関する検討

・「（仮称）宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェクト」と兼
ねて実施。ミーティング①〜③を通して、ラウンドテーブルを試
⾏実施する中でまちのひろば創出に向けた公共施設の地域
化等に関する検討を⾏う。

【市⺠⽂化局、建設緑政局】

①ワークショップ型
参加⼈数３４名

②ラウンドミーティン
グ型 参加⼈数
延べ約７０名

③ワークショップ型
参加⼈数１７名

・公募
（参加者︓宮前区の希

望のシナリオプロジェクト
に興味のある方、地域で
活用できる場を持つ企
業 等）

【全3回】
①11⽉３⽇(火･
祝)

13時半〜16時半
②11⽉〜12⽉(随
時)
③３⽉13⽇(⽇)

13時半〜16時半

①区役所健診ホー
ル
②区役所会議室、

おちば公園等
③オンライン開催

・公共施設の地域化に関するアンケートの実施。
・町内会等による公園でのミニマルシェの開催の取組に参加し、

この事例をきっかけに、地域のつながりづくり等の⽬的で公
園を活用しやすくするための課題等を共有し、議論を進め、
宮前区における物販を伴うイベント等に関する公園利用ガ
イドラインを策定。

・公共施設は、施設の種類（例えば公園、いこいの家、こど
も⽂化センター、区役所市⺠広場等）によって施設利用
に関する基準が異なり、施設の種類毎に丁寧な議論を進
める。

多
摩
区

市⺠⾃治を⼀層進める地域⼈材
によるまちづくりの推進に向けた取
組

・各地域課題対応事業に関わる団体等から事業横断的な意
⾒やアイデアをいただき、更なる区⺠主体のまちづくりの推進に
つなげていく。また、ソーシャルデザインセンターをはじめとする参
加団体等の関係構築・連携の契機とする。

【市⺠⽂化局】

・ワークショップ型

参加⼈数２７名

・町内会⾃治会、地域活
動団体(公募)、3大学、
ソーシャルデザインセン
ター、多摩区⺠活動・交
流センター等関係者、
⾏政(関係所管課)

令和4年5⽉22⽇
(⽇)
13時半〜16時

※対面開催を重視
したため、新型コロナ
による影響を踏まえ
令和３年度実施予
定を延期して実施

区役所会議室

・地域で活動する団体、地域活動への⽀援に取り組む団体
及び3大学がお互いの活動を報告し、意⾒交換することに
より、団体同士の連携促進や今後のより一層の交流、地
域活動の活発化につながる契機となった。

・区役所としては、意⾒交換を参考にして、地域課題対応
事業の効果的な事業推進につなげる。

麻
生
区

新百合ヶ丘駅周辺の公園等を有
効活⽤した協働のまちづくり

・⿇生区の豊かな環境資源である公園等の維持管理・利活用
の現状を理解するとともに、団体、企業、区⺠等多様な主体
との連携により公園等の有効活用を検討し、地域の⾃主的
なグリーンコミュニティの形成につなげていく。

・今回はキックオフとして「公共空間等の有効活用による新しい
まちのマネジメント⼿法」について学び、現状把握・⽬的共有
を図り、意⾒交換を⾏う。

【建設緑政局、まちづくり局】

・レクチャー型
参加⼈数５０名

・新百合ヶ丘駅周辺地域
の関係者・企業・団体
等

３⽉27⽇（⽇）
14時半〜16時半 区役所会議室

・キックオフとして、新百合ヶ丘周辺の公園等の現状を説明し、
専門家による公園等の有効活用による新たな参加を生み
出す⼿法を学ぶ講演を⾏った。

・次回以降、多くの区⺠が主体的に参加する公園等での具
体的な活動に向けた検討や関係局等と連携し、多様な主
体との協働による推進体制の検討を⾏う。
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【参考】 令和４（2022）年度 「地域デザイン会議」の各区取組状況
テーマ 概要 ※【 】は関連局 手法 構成メンバー 開催日時 開催場所 実施結果等

川
崎
区

①外国⼈住⺠の地域
防災活動への参加を
通じたつながりづくり

・外国⼈住⺠が市内で最も多い区として、地域での共生に
向けて、外国⼈住⺠の防災に関するニーズ（情報発信や
訓練の実施方法等）や地域防災活動参加への課題等
について、意⾒交換を⾏う。 【市⺠⽂化局】

ラウンドミーティン
グ型

・外国⼈コミュニティに関係す
る区⺠や外国⼈、地域の
防災に携わる区⺠、⾏政
（関係所管課）など14⼈
（区⺠8⼈、⾏政6⼈）

令和４年10⽉
20⽇（⽊）
14時〜16時

区役所会議
室

・外国⼈向け防災講座や地域防災活動、外国⼈向け情報発信について、区の取
組状況などを説明したうえで、意⾒交換を⾏った。

・意⾒交換で⾒えた課題を踏まえ、今後の取組の方向性を確認した。

②⾷料⽀援を通じたつ
ながりづくり

・前回会議（令和４年３⽉）の意⾒を踏まえ、こども⾷堂
をはじめとする⾷料⽀援という活動が持つ役割を再確認す
るとともに、継続したつながりとしていくための工夫等につい
て意⾒交換を⾏う。 【こども未来局】

ラウンドミーティン
グ型

・こども⾷堂等実施団体の代
表者、区社会福祉協議会
の担当者、⾏政（関係所
管課）など17⼈（団体代
表者等11⼈、⾏政6⼈）

令和５年３⽉
16⽇（⽊）
10時〜12時

カルッツかわさ
き大会議室

・⾷料⽀援という活動の重要性を確認し、区役所やこども未来局の関連
する取組等について説明した。

・⾷料⽀援を通じて、子どもの居場所づくりや様々な⼈が集まれる場所と
なるための工夫等について意⾒交換を⾏った。

・これらの意⾒については、これからの各団体や⾏政の取組に活かしていく。

幸
区

（川崎駅⻄⼝を中⼼
とした）地域資源を活
⽤したまちの賑わい

・令和３年度の地域デザイン会議において、川崎駅⻄⼝の
関係者が一堂に集まり、それぞれの活動や施設についての
情報を共有した。これを踏まえ、⾏政×地域×事業者によ
るまちの賑わいに向けた具体的な取組についての意⾒交
換を⾏う。 【市⺠⽂化局】

・ラウンドミーティ
ング型
・ワークショップ型

・川崎駅⻄⼝関連事業者、
地域の方々（町内会、商店
会）、地域の子ども（小・
中・⾼校生）33⼈

令和４年10⽉
７⽇（⾦）
16時〜17時半

ステーションコン
ファレンス川崎
（KAWASA
KI DELTA
内）

・令和３年度の地域デザイン会議の内容を踏まえ、川崎駅⻄⼝周辺の
賑わい創出に向け、地域が一体となる取組を実施する ことで合意した。

・具体的な取組の実現に向け、実⾏委員会等を組織し、準備を進めていく
ことが決定した。

中
原
区

市⺠参加型まちづくり
の実現に向けて
〜「地域を良くする意
⾒を誰もが気軽に伝え
られる仕組み」を考える
〜

・市⺠参加型のまちづくりに向けて、地域における市⺠主体
の取組への参加を促進するため、令和３年度の実施結果
を踏まえ実施する。地域と接点のない市⺠が気軽に地域
と接点を持つことのできる仕組みを検討し、その仕組みが
市⺠にとって価値あるものか価値検証を⾏う。

【総務企画局、市⺠⽂化局】】

少⼈数によるグ
ループインタビュー
型

・区内在住、在勤の12⼈程
度

令和４年10⽉
13⽇（⽊）
19時〜20時半

富士通川崎
工場

・地域と接点のない市⺠が気軽に地域と接点を持つことのできる仕組みとし
て「デジタルサイネージによる広報・広聴の仕組み」のモデルを提案。それに
基づき意⾒交換を実施。その後、意⾒交換の結果を参考として、デジタル
サイネージを活用した新たな広報・広聴の仕組みの実証実験「マチカドプロ
ジェクト」を令和５年３⽉11⽇〜24⽇まで武蔵小杉駅周辺や商業施
設において実施した。

高
津
区

区⺠の環境配慮型ラ
イフスタイルへの⾏動
変容の促進（脱炭素
アクション）

・令和３年度に⾏った若者を対象にした脱炭素アクションの
創出に向けた意⾒交換の内容を踏まえ、そこで出たアイデ
アを深掘りし、具体化につなげるため、「若者を引きつける
脱炭素イベント」をテーマとして、令和４年11⽉に⾏う市の
脱炭素イベントへのブース出展のための意⾒交換を⾏う。

【環境局】

・レクチャーフォー
ラム（企業の取
組紹介）
・ワークショップ型

・公募（区のまちづくりや脱炭
素の取組に関⼼のある若
者12名）

※⾼校生１名、大学３名、
社会⼈４名、オブザーバー
４名

令和４年8⽉
25⽇（⽊）
18時〜20時半

区役所会議
室

・イベントを通じて「誰に何をどう伝えるのか」など、若者⽬線での意⾒交換を実施
した。

・会議後に継続的にミーティングを⾏い、若者の柔軟な発想を生かしながら区⺠
の⾏動変容を促進するためのブースを企画→令和４年11⽉12⽇に⾏われた
「脱炭素アクションみぞのくち広場」に出展した。

・脱炭素アクションの創出については、今回の成果を踏まえ、多様な主体と連携し
ながら引続き実施した。

宮
前
区

公共施設の地域化等
に関する検討

・区内の公共施設活用事例の紹介、「公共施設の地域化」
に向けた課題の共有等を⾏うとともに、区役所市⺠広場を
題材に活用に関するアイデア出しを⾏い、「公共施設の地
域化」の推進を図る。 【総務企画局、市⺠⽂化局】

ワークショップ型
・公共施設の地域化につなが
る取組を実施している方、公
共施設の地域化に関⼼のあ
る方18⼈

令和４年12⽉
10⽇（⼟）
14時〜16時半

区役所健診ホー
ル

・区内の公共施設活用事例の紹介や「公共施設の地域化」に向けた課題の共有
等により、公共施設の活用等に関する理解を深めることができた。

・区役所市⺠広場の活用に関する様々なアイデアが出された。
・地域デザイン会議終了後、有志の方にお集まりいただき、さらに検討を進めた（令

和４年１⽉20⽇、２⽉27⽇、令和５年３⽉29⽇）。
・地域と⾏政が⼊る「宮前区役所市⺠広場活用検討委員会」を試⾏で⽴ち上げ、

委員会を中⼼に、広場をお試しで活用（令和５年３⽉14⽇、３⽉16⽇）し
ながら、今後の活用に向けた取組を推進していく。

多
摩
区

「これからのコミュニティ
施策の基本的考え方」
に基づく今後の区域レ
ベルの取組のあり方に
ついて

・市⺠創発による地域課題解決の一層の推進に向けて、
ソーシャルデザインセンターが区域レベルのプラットフォームと
してより機能していくことを⽬指し、これまでの取組を振り返
りながら、今後のあり方等について広く意⾒をいただく場とし、
令和５年度以降の区域レベルの取組や区が実施する⽀
援のあり方等の検討に向けた参考とする。

【市⺠⽂化局】

ワークショップ型

・地域活動団体関係者、多
摩ソーシャルデザインセン
ター関係者、公募区⺠、⾏
政（関係所管課）など34
⼈

令和４年８⽉
28⽇（⽇）
13時半〜16時
半

区役所会議
室

・多摩区におけるソーシャルデザインセンターに係る取組について、幅広い参加者と共
有することができた。

・課題や今後の望ましい取組のあり方について、多様な意⾒を聴取することができた。
・これらの意⾒を多摩区ソーシャルデザインセンターの取組の評価・検証作業に反映

した上で、令和5年度以降の取組を推進していく。

麻
生
区

新百合ヶ丘駅周辺の
公園等を有効活⽤し
た協働のまちづくり

・⿇生区の豊かな環境資源である公園等の維持管理・利
活用の現状を理解するとともに、団体、企業、区⺠等多
様な主体との連携により公園等の有効活用を検討し、地
域の⾃主的なグリーンコミュニティの形成につなげていく。

・令和３年度の結果を踏まえ、多くの区⺠が主体的に参加
する公園等での具体的な活動に向けた検討や関係局等
と連携し、多様な主体との協働による推進体制の検討を
⾏う。 【建設緑政局、まちづくり局】

・ワークショップ型
・フィールドワーク
型

・新百合ヶ丘駅周辺地域の
関係者・企業・団体等

①第２回地域デザイン会
議︓23名
②第３回地域デザイン会
議︓約200名

①令和４年11
⽉３⽇（⽊・
祝） 13時〜
16時

②令和５年２
⽉23⽇（⽊・
祝） 11時〜
14時30分

①区役所会議
室、上⿇生隠れ
谷公園、万福
寺おやしろ公園、
万福寺檜山公
園

②万福寺おやしろ
公園

・①公園を現地調査し、特徴等を整理したうえで「利活用に向けどんなことができる
か」の意⾒交換を⾏った。

・②①の地域デザイン会議での意⾒を踏まえ、公園で利活用できる取組を実践する
とともに、「課題や課題対応案等」についての意⾒交換を⾏った。
また、令和５年３⽉５⽇、⾞座集会で地域デザイン会議の意⾒や課題、中学
生の提案等を踏まえて、「どうすれば実現できるのか」「より多くの⼈を巻き込むため
にはどうすれば良いか」について意⾒交換を⾏った。

14



テーマ 概要 ※【 】は関連局 手法・構成メンバー等 開催時期 その他、区⺠との対話の場を設定したい地域課題

川
崎
区

「これからのコミュニティ施策の基本
的考え方」に基づく川崎区の区域
レベルでの取組のあり方について

・川崎区ソーシャルデザインセンターの創出に向け、関係者や地域活動を⾏
う方から広く意⾒を聴き、取組の参考とする。

【市⺠⽂化局】

・ワークショップ型
・川崎区ソーシャルデザインセンターモデル事
業関係者、区内で地域活動をされている方
など

令和５年夏ごろ
・大師地区・田島地区複合施設を活用した地域
づくりの推進について

・外国⼈住⺠のつながりづくりについて

幸
区 ⾃転⾞マナーの良いまちさいわいへ

・令和４年度に実施した区⺠アンケートで、「⾃転⾞に危険を感じたことが
あるか」との問に「ある」が８割以上であり、「危険を感じた状況」の問には
「突然の飛び出し」や「携帯電話を使用しながらの、ながら運転」が６割を
超えた。また、幸区は、神奈川県交通安全対策協議会の⾃転⾞交通
事故多発地域に指定されており、⾃転⾞のマナーや⾃転⾞事故の割合
が⾼いことから、⾃転⾞利用のマナーアップ向上に向けて、地域の関係者
や、実際に⾃転⾞を利用する学生や保護者などと意⾒交換を⾏う。

【市⺠⽂化局、建設緑政局】

・ラウンドミーティング型
・ワークショップ型
・交通安全対策協議会関係者、警察、地
域の子ども（小・中・⾼校生）、子どもの
保護者、看護大学生

令和５年７⽉〜９
⽉頃

・地域の美化活動の推進
・市制100周年及び緑化フェアに向けた取組
について

中
原
区

武蔵⼩杉駅周辺地域におけるまち
の魅⼒発信、魅⼒づくりについて

・大型集合住宅をはじめ、居住年数の浅い住⺠が多く住む武蔵小杉駅周
辺地域でのコミュニティ形成に向けて、コミュニティ醸成の基礎となる地元
への愛着醸成に繋がる魅⼒発信、魅⼒づくりを⽬的に、こすぎコアパーク
など公共空間の活用した取組などの意⾒交換を⾏う。

【まちづくり局、建設緑政局】

・ワークショップ型
・武蔵小杉エリアプラットフォーム関係者、
地元企業、団体等

未定

・区における市制100周年を契機とした区の魅⼒
発信・魅⼒づくりの取組「Nakahara Actions
プロジェクト」について

・区役所芝生広場の活用

高
津
区

「健康⻑寿のまちづくり」の実現に
向けて

・続けやすく楽しい社会参加のあり方や、未来の⾼齢者となる団塊ジュニア
世代をはじめとする無関⼼層の巻き込み方について、意⾒交換を⾏う。

・⾼齢化が進み、「地域包括ケアシステム」の重要性が⾼まる一方、その認
知度については、未だ課題がある、こうした状況を踏まえ、働き盛り世代や
⾼齢者予備軍の⾃助意識を⾼めるべく、彼らに訴求するポイントについて
情報を収集する。

・意⾒交換で得た気づきや⾏動を継続して「⾃助」から「互助」への展開を
促すための交流も⾏う。 【健康福祉局】

・ラウンドミーティング型またはレクチャ
ーフォーラム型

・区⺠（公募）、地域づくりや健康⽀援に
関する団体、事業者、施設関係者、
区役所職員等

令和５年10⽉ ・脱炭素アクションみぞのくちについて

宮
前
区

“みどり”でつながる宮前区
〜みどり×落ち葉〜

・公園緑地等の落ち葉については、地域の方に清掃いただいているものの、
担い⼿不⾜が課題である。一方で、拾った落ち葉については、川崎市で
は収集・処分しているものの、他都市ではたい肥にするなど有効活用して
いる事例もあり、区内の方からも落ち葉を活用したいといった声が上がって
いる。

・公園清掃等に関わる方や区内の緑地の保全や利活用に関わる団体、み
どりや落ち葉等を活用したい方々が意⾒交換することで、みどりや落ち葉
に関する課題の解決につなげていくことを⽬指す。 【建設緑政局】

・ラウンドミーティング型
・区⺠、緑地の保全や利活用に関わる団体、
公園緑地等の管理者、 区内で農に
携わる⺠間企業等

令和５年９⽉頃
・公共施設の地域化の推進について

・多様な主体と連携した宮前区の魅⼒の発信
について

多
摩
区

公園緑地を⽀える区⺠協働の取
組

・令和４年度の⾞座集会での意⾒やアイデア等を踏まえ、多様な主体が
公園に関わり、連携した活動を地域に展開していくための取組を、公園
管理団体等と共有し、具現化する方法等について、令和６年度に開催
される全国都市緑化かわさきフェアの機運醸成や取組等と連携しながら、
管理運営協議会・公園緑地愛護会合同連絡会と同時開催し、意⾒交
換を⾏う。 【建設緑政局】

・ワークショップ型
・事例発表（公園管理団体と大学
ボランティアサークルによるイベント等）

・事例発表を踏まえ、維持管理、利活用を
⾏う団体・個⼈それぞれの⽴場から⾃分
たちが管理（利用）している公園で地域
資源を活かした多様な主体と連携した
取組についての意⾒交換

令和５年７⽉下旬
〜８⽉中旬 ・生田地区の地域資源を活用した地域づくりの推進

麻
生
区

多様な主体が参加する持続可能
な公園等の維持管理と利活⽤の
取組

・これまでの地域デザイン会議で得られた効果や課題、令和５年３⽉に同
テーマで開催した⾞座集会での意⾒等を踏まえながら、一過性のイベント
ではなく、持続可能な取組、身近なコミュニティの形成につながる取組のモ
デルとする。

・令和６年度の市制100周年・緑化フェアに向けて、区⺠の機運醸成に
資する取組とする。

・中学生など若者を含めた多世代で多様な主体の参加を促す。
【建設緑政局、市⺠⽂化局】

・ラウンドミーティング型
・ワークショップ型
・フィールドワーク型
・公園管理の関係者、中学生・⾼校生・
大学生など若い世代、地元企業関係者、
地元町内会・⾃治会の関係者
など

未定 ・⿇生区の⾥地・⾥山を守り育てるために

【参考】 令和５（2023）年度 「地域デザイン会議」の各区取組予定
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